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（
厚
生
労
働
委
員
会
）

雇
用
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
二
号
）
（
衆
議
院
送
付
）
要
旨

本
法
律
案
は
、
現
下
の
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
の
下
、
雇
用
保
険
制
度
の
当
面
の
安
定
的
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
当
初
の
国
庫
の
負
担
に
加
え
、
求
職
者
給
付
及
び
雇
用
継
続
給
付
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
三
千
五
百

億
円
を
負
担
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

国
庫
負
担
に
関
す
る
改
正

１

国
庫
は
、
平
成
二
十
一
年
度
に
お
け
る
求
職
者
給
付
（
高
年
齢
求
職
者
給
付
金
を
除
く
。
）
及
び
雇
用
継
続
給
付
（
高

年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
及
び
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、
附
則
第

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
額
の
ほ
か
、
三
千
五
百
億
円
を
負
担
す
る
。

２

雇
用
保
険
の
国
庫
負
担
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
中
に
検
討
し
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
、
安
定
し
た
財

源
を
確
保
し
た
上
で
附
則
第
十
三
条
に
規
定
す
る
国
庫
負
担
に
関
す
る
暫
定
措
置
を
廃
止
す
る
も
の
と
す
る
。

二

施
行
期
日

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


